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　2014年４月に副研究科長（研究担当）に就任してから，早

いもので，もう１年半が経過しました。昨年度は，予算委員

会の委員長と大学の研究力分析を行う部局URA（ユニバーシ

ティー　リサーチ　アドミニストレータ）から始まり，理工融

連絡会，理工系大学院の改組に関わるWG委員，教員の定期

評価と年棒制教員の評価，研究不正に対応する研究活動適

正推進部会の構成員等も務めることになりました。今年度

に入ってからは，第２期中期目標期間における現況調査表等

（暫定版）の作成，部局での参加型科研費セミナーの開催な

ど，新たな業務が付け加わることになりました。2014年度

は理学研究科専任教員の科研費取得率，総額とも過去最高

を記録して喜んだのも束の間，2015年度は基盤A，Bが併せ

て１件しか新規採択されず，大型科研費に伴う間接経費の大

幅な減少と，地域手当に関連す

る運営費交付金の減額とのダブ

ルパンチで，各コースへの予算

配分が60%減と予想外の苦境

に陥っています。来年度からは

第３期中期目標期間となります

が，国立大学の３グループへの

分類による評価が始まる一方で，

運営費交付金の減額，外部資金獲得の限界，電子ジャーナ

ルの高騰，大学院博士後期課程の充足率の低迷など千葉大

学が研究大学として生き残るためには不断の努力を必要と

するように思えます。残りの任期は半年を残すのみですが，

微力ながら理学研究科に貢献できればと考えています。
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副研究科長（研究担当）
教授　近藤　慶一

夏季オープンキャンパス報告

　平成27年８月１日（土）におきまして，理学部夏季
オープンキャンパスが実施されました。昨年度に引き
続き，今年度も午前の部と午後の部に分けて実施しま
した。当日は，高校生及びその家族等，合計1,548人の
方にお越しいただきました。
　午前の部においては，総合校舎B号館における学部
全体説明会（計２回開催），及び総合校舎D号館２階の
教室における学科別個別相談会を実施しました。
　午後の部においては，文学部・法政経学部棟，総合
校舎，理学部棟等にて，学科別説明会，模擬授業，在
学生等による講演，個別相談会，研究室訪問等を実施
しました。
　各学科・コースの先生方並びに学生の皆様，事務
職員の皆様の多大なご協力により，大過なくオープン
キャンパスプログラムを終了することができました。炎
天下での開催とはなりましたが，熱中症等で具合を悪
くされた参加者の方がいなかったことも幸いだったもの
と考えています。



理学研究
フロント

2

数学･情報数理学コース　教授　石村　隆一

物理学コース　准教授　山田　泰裕

　物質の超高速応答を調べる手段として，超短パルスレーザー

を用いた分光研究が盛んに行われています。その典型的な手法

はポンプ-プローブ法と呼ばれるものであり，第一の光パルス
が物質の光学特性変化を誘起し，その変化を時間差を付けて入

射した第二のパルスで

検出します。現在では

フェムト秒スケールの

時間幅を持つ光パルス

が比較的容易に生成で

きるようになってお

り，10fsを切るような
高い時間分解能がレー

ザー分光の最大の利点

といっても過言ではあ

超高速な電気伝導測定

化学コース　准教授　小西　健久

　物質のX線吸収は，内殻電子の光電効果によるのが主で，光
電子の回折現象によって吸収スペクトルが振動します(EXAFS)。
内殻軌道が波源と検出の両方の役割を担っていて，特定原子周

囲の構造解析が可能ですが，構造解析としてはしばしば答が一

意に決まりません。これはデータに十分な情報がないので，仮

定を導入する必要があります。一意に決まらないのは，xを未知
数とする連立一次方程式(1)で行列Ｑが小さい固有値を持つ場合
です(実験データはbに含まれます）。これを適当な行列Ａを使っ
て(2)に置き換え，解けるようにします（正則化）。ベイズ推定の
言葉では，xの事前確率分布を導入したということです(3)。μ

非適切な逆問題としてのX線吸
収スペクトル解析

微分方程式の一般化としての
畳込み方程式

　自然科学の多くの現象は微分方程式あるいは差分方程式で記

述されますが，数理経済学や金融のような自然科学以外の分

野においてもこれらの方程式がしばしば重要な役割を果たし

ます。この微分方程式と差分方程式の両方を合わせた方程式

を微分・差分方程式といい，線型で定数係数の場合に(1)の形
で表されます。この式は畳込み(2)を用いると， 点λj に質量を
持つDiracのデルタ”関数”を用いて(3)のように書き換えられま
す。これを一般化してある超関数K(x)に対して方程式(4)をK(x)
を核とする畳込み方程式と言います。この方程式は微分・差分

方程式を一般化した方程式としてとても興味深いものです。数

学において多くの場合本質的な性質は複素数まで話を広げるこ

とで明らかになります。そこでどのような条件のもとで複素領

域で考えた畳込み方程式が解を持ち，また解の定義域がどこま

で拡張されるか，そして畳込み方程式に対する演算子法公式を

構築するということに興味を持って研究しています。Fourier級
数展開を連続化したものをFourier変換といいますが，核K(x)の
Fourier変換が0になる点の分布がこれらを考えるうえで本質的
であることが様々な場合の研究を通じて分かってきています。

りません。これま

でのフェムト秒時

間分解測定では光

をプローブとして

用い，光学定数の

超高速変化を観

測してきました

が，私たちは最近

超高速レーザー分

光の手法と電気測

定を組み合わせる

ことで，電気特性

をプローブとした

新しい測定手法を

開発しました。ま

た，これを用いて
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<図2>超高速電気伝導測定を用いて調べたInAs
量子ナノ構造の励起状態寿命の励起強度依存性
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prior(�)

Ppost(x|µ) � Pcond(µ|x)Pprior(x)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(Q+ A)x = b, Ann� = αnδnn�

Qx = b

<図1>超高速電気伝導測定の概念図

ニズムの解明に成功しました。この新しい手法では，光学測定

の困難なナノ物質でも超高速応答の研究が可能になり，これま

でにないユニークな物理現象の発見，解明に力を発揮すると期

待されます。
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脳科学研究の次の主役
アストロサイト

日本海下のマントル

生物学コース　講師　寺㟢　朝子

　地球の体積の約80%を占めるのがマントルです。マントルは
岩石から構成されていますが，地球内部の熱対流によってゆっ

くりと流動しており，プレートの移動，大陸の分裂，マグマの

発生など地球のダイナミックな現象を引き起こしていると考え

られています。このマントルの性質を明らかにするため，地球

物理学的手法や物質科学的手法による研究によって，マントル

の様々な性質が解明されてきました。しかしながら，未だに人

類は直接マントルから岩石を手に入れたことがないのです。

　ところが，地表でマントルの岩石を直接手にできることが稀

にあります。マントル捕獲岩がその一例です。マントル捕獲岩

とは，マントルがマグマの上昇過程で取り込まれ，地表へもた

らされた岩石のことです。極めて稀ですが，日本の火山でもマ

ントル捕獲岩を見ることができます。最近の我々の研究によっ

て，北海道北西沖の日本海に形成された海底火山からマントル

捕獲岩が発見されました（図）。今から1500万年前頃に大陸の一
部だった日本列島が割れることで日本海が形成されました。こ

の日本海下マントルに由来するマントル捕獲岩の研究によって，

日本海下マントルの特性や日本海の形成メカニズムの解明が期

待されます。

日本海に産するマントル捕獲岩の偏光顕微鏡写真
（直交ポーラーで撮影。横幅は約２mm）。

　これまで脳科学研究は神経細胞の機能解析を中心に進んでき
ましたが， 次の主役と目されているのがグリア細胞の一種，ア
ストロサイトです。
　放射状の幹を持ち，幹からアクチン繊維が主成分の糸状仮足
を伸ばすアストロサイトは神経細胞の構造的な支持と栄養供給
が主な機能と考えられていました（図１）。しかし最近の研究で
は発生時の神経細胞の移動に必須であるだけでなく，糸状仮足
がシナプスを包んで神経伝達を制御し，脳の損傷部位に移動し
て修復に関与している事なども報告されています。
　私が 2004 年に発見したアクチン結合タンパク質 lasp-2 は神
経系組織での発現量が高く，神経細胞の運動に関与している事
が明らかとなっていますが，アストロサイト内の局在を調べた
ところ１）基質との接着，２）糸状仮足形成，３）膜輸送という
複数の機能を持つことが示唆されました（図２）。現在は lasp-2 
がアストロサイトの形態や運動を制御する機構の解明を進めて
おり，アストロサイトの関与する脳疾患にも多くの知見を与え
ると考えています。

ひらめき☆ときめきサイエンス推進賞の受賞に際して

物理学コース　准教授　櫻井　建成
　科研費の研究成果の社会還元・普及事業の一環として，ひらめき
☆ときめきサイエンス「身近にあるリズムとかたちの科学」を開催して
きました。この度，日本学術振興会より，継続的プログラムの実施し
に対する表彰として，「ひらめき☆ときめきサイエンス推進賞」を授与
しました。本プログラム開催にあたり，物理学科・北畑准教授はじめ
学外の研究者の方々のご協力，理学部事務のサポートに感謝致しま
す。また本プログラムを毎年サポートしてくれた研究室の学生達にも
この場をおかりしてお礼
を述べたいと思います

（卒業後も手伝いに来て
くれてありがとう）。今
後も「科学文化」を発信
することで地域の理科
教育の発展に貢献した
いと考えています。

地球科学コース　助教　市山　祐司

が実験データ，Ppriorが事前確率分布で，その幅が1/αnです。
Ppostを最大化するxを求める問題が(2)に帰着します。Ppriorは
データの性質によって決めるべきと考えて，αの確率分布が(4)，
(5)によって与えられるとすれば，αも実験データから決めるこ
とができます（V. Turchin）。これは通常のベイズ推定を一歩進め
たもので，情報の足りないスペクトルからの合理的な構造推定

が可能になっています。

図１：アストロサイトマーカーの GFAP（赤）と糸状仮足のアクチン繊維（緑）

図２：アストロサイトの糸状仮足やエンドソームに局在するlasp-2

Red: GFAP
Green: F-actin

GFP-lasp-2 
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〒 263-8522 千葉市稲毛区弥生町 1-33
TEL 043（290）2871（代表）

http://www.s.chiba-u.ac.jp/
千葉大学  大学院理学研究科・理学部

サイエンスノート

平成27年度　理学部後援会理事会・総会報告

有機合成化学におけるヨウ素の進化
　ヨウ素は地球上に多く存在する資源であり，主に海水中に含ま

れています (0.05 ppm)。千葉県はチリに続く世界第２位のヨウ
素産出地域であり，天然資源の少ない日本にとって，ヨウ素は貴

重な戦略資源です。一方で，人にとって必須元素であり，ヨウ素

の摂取が不足することで甲状腺異常等のヨード欠乏症を引き起こ

すことが知られています。また，ヨウ素化合物は液晶ディスプレ

イの偏光フィルムや殺菌・防菌剤，X線造影剤等多岐に渡り利用
されており，ヨウ素は我々の生活において重宝されています。有

機合成化学においても，ヨウ素は重金属の代わりに様々な反応に

用いられており，最近では，有機ヨウ素化合物のデザインが注目

されています。例えば，不斉酸化反応に有用な光学活性超原子価

ヨウ素触媒［図（１）］やハロゲン結合相互作用により基質を活性化

するヨウ素触媒［図（２）］等が開発されています。また，私たち

も，生物活性化合物の網羅的合成を指向した窒素ーヨウ素結合型

超原子価ヨウ素化合物を創製し，複素環化合物の二重官能基化

反応［図（３）］

を達成しまし

た。このよう

に，ヨウ素化

合物は機能性

分子として

日々進化をし

ており，今後

も更なる飛躍

が期待できま

す。

化学コース　助教　森山　克彦

平成27年度　サマースクール報告

平成27年10月発行

学事報告
●平成27年９月28日（月）
千葉大学卒業式，大学院修了式が行われ，
理学部　２名が卒業，
理学研究科博士前期課程　１名が修了，
理学研究科博士後期課程　３名が修了し
ました。
●平成27年10月１日（木）
千葉大学大学院入学式が行われ，
理学研究科博士後期課程　１名が入学し
ました。

生物学科　教授　松浦　彰
　生物学科では，恒例のサマースクールを８月６日，７日の２日間にわ
たって開催しました。今年度のテーマは「融通無碍な生体膜：細胞膜系
のダイナミックな動きを観察する」で，高校１年生２名，２年生６名の
参加がありました。
　１日目は松浦，板倉が担当し，午前中は細胞内の膜の動きに関する
講義，午後は蛍光顕微鏡を使って酵母およびヒト細胞の細胞内膜のダ
イナミックな変化を観察する実験を行いました。２日目は寺㟢が担当
し，ニワトリ胚の脊髄神経節を解剖して
単離した神経細胞の突起伸長を撮影し，
得た画像のコンピューター解析により細
胞運動を定量化する手法を学びました。
参加者からは，大学での講義や研究室
で行われている研究の雰囲気が味わえ
たと好評で，中には一週間ぐらい体験し
てみたかったという人もいました。

　６月27日（土），平成27年度理学部後援会理事会及び総会が開催され
ました。理事会では，昨年度の経費や事業内容に関する報告，また今
年度の活動予定について意見交換がありました。
　総会では滞りなく議事が運ばれ，平成27年度役員が選出されました。
総会に引き続き行われた後援会長賞表彰式では，昨年度の課外活動等
において功績があった５名の学部在学生と卒業生が表彰され，うち４名
が表彰式に出席しました。 
　続いて，物理学科の河合秀幸准教授による講演が行われ，国民的に
関心の高い福島第一原発事故の状況や事故から見えてきた教訓，また
未来のエネルギー問題に関して，科学的な観点から話していただきまし
た。この後，学科別懇談，懇親会が行われ，盛況のうちに閉会となりま
した。詳しい報告は理学部ホームページに掲載されています。
●ＨＰアドレス
http://www.s.chiba-u.ac.jp/Supporters/Association/20150627soukai/report.pdf

新任教職員紹介

物理学コース
特任助教

堀田　英之

数学・情報数理学コース
特任助教

安藤　浩志

数学・情報数理学コース
特任助教

津嶋　貴弘

事務部総務係
主任

添田　和佐

地球科学コース
特任助教

澤井　みち代

生物学コース
特任助教

佐々木雄大


